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医師（教員）
医学部

医学教育センター

医師（指導医）
研修病院
研修センター

看護師
大学病院看護部
教育担当

歯科医（教員）
歯学部

歯科総合診療部

理学療法士
理学療法学部
医療大学教員

薬剤師
薬学部

薬科大学教員

予想される
履修者の例

卒後、期待
される進路の例

医学教育
センター
指導者

研修病院
研修センター

指導者

大学病院
看護部

教育師長

歯科医学
教育センター

指導者

理学療法学部
理学療法学会

指導者

薬学部
薬学教育学会

指導者

１年次
必修科目

医学部における学習
成果基盤型教育の
導入計画に関する事

例検討

プログラム化された臨
床研修医評価体系
導入の取り組みの

実践報告

歯科医学生の診療
参加型実習導入にむ
けた学内改革に関す
る取り組みの報告

看護師の技術獲得
にelearningとシミ
ュレーション教育を組

み合わせた試み

学外施設でも効果
的に実習できる、理
学療法教育プログラ
ムのパイロット研究

日本の薬医学部にお
ける学習成果基盤型
教育の導入計画に
関する事例検討

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
、
ロ
ー
カ
ル
な
視
点

医
療
の
質
向
上
に
寄
与
す
る
医
療
者
教
育
を
展
開
・
先
導

多
職
種
の
人
材
と
連
携

医
療
者
教
育
を
設
計
・
実
践
・
改
善
・
発
信
で
き
る
リ
ー
ダ
ー

２年次
選択必修科目

医
療
者
教
育
の
共
通
基
盤
の
修
得

問
題
基
盤
型
グ
ル
ー
プ
学
習
で
共
通
シ
ナ
リ
オ
を
基
に
体
系
的
に
履
修

医
療
者
教
育
に
共
通
す
る
理
論
・
価
値
観
・
方
法
論
を
形
成

例：コアカリキュラムを
効果的に履修できるよ
うな教育体制にしたい
…

例：学生が多職種連
携力を学ぶ科目がうま
くいっていない…

例：研修医の評価法
を確立し指導医の評
価スキルも向上させた
い…

例：多施設の学外実
習がバラバラなのでレ
ベルを統一したい…

例：病棟で薬学生が
深い思考をできるポー
トフォリオにしたい…

例：看護技術を磨くシ
ミュレーション教育でし
っかり新人教育したい
…

各
職
種
に
お
け
る
教
育
実
践
改
善
法
の
修
得

必
修
科
目
で
修
得
し
た
理
論
・
ス
キ
ル
を
応
用
し
改
善
計
画
を
学
ぶ

職
種
の
ニ
ー
ド
・
各
自
の
関
心
に
合
わ
せ
自
由
選
択

各
自
の
教
育
実
践
を
多
角
的
・
理
論
的
に
分
析
調
査

修
士
論
文
と
し
て
成
果
を
ま
と
め
る

１年次
教育実践報告と批判的吟味

（課題例）

２年次
特別研究

（課題例）
人材像

職種別の履修モデル
資料1 

グローバルな視野をもちつつ、ローカルな視点から、医療の質向上に寄与する医療者教育を展開し
先導するため、多職種の人材と連携し、医療者教育を設計・実践・改善・発信できる能力のあるリーダー

DP１ 優れた
教育能力

DP２ 医療者教育に
おける協働力

DP３ 日本に相応しい
教育の設計力

特別研究科目

専門科目（必修）

12医療者教育研究のプロトコール立案

18 医療者教育実践の調査と研究

1 医療における多職種連携と地域連携

１
年
次

２
年
次

2 医療者教育の社会的意義

D
P

学際科目

3 教育理論と効果的な教育方法

4 学習者評価の原理と評価方法

5 カリキュラムの開発と評価

6 医療者教育におけるグローバル化と日本での展開

17 医療者教育研究技法の基本

9 教育実践報告と改善のための批判的吟味

10 臨床教育現場における教育的
コミュニケーションスキル

13 e-learning・シミュレーション教育の開発

11 e-learningにおける学習支援 15 北米における医療者教育

14 教育実践の視察と外部評価

16 欧州における医療者教育

AP５ 医育機関の教職員
・医療機関の医療従事者、な
いしその専門分野で教育的
役割を担う役割に就く者

AP１ 医療者教育のオピ
ニオンリーダーになる意欲
のある者

AP３ 創造的・協働的・
自己主導的であり、医療・
教育機関で働きながら継
続的に学べる者

AP２ 医療者教育におい
て教育実践、評価、プログ
ラム開発を含む様々な実
務経験がある者

AP４ 医療者教育のグロ
ーバルな動向への関心が
あり、それを学習できる者

A
P

DP4 教育機関の
先導力

DP5 教育の学識の
発信力

7 医療系教育者の教育能力開発

8 医療者教育の改革におけるリーダーシップとマネジメント

専門科目（選択必修）

人材像

資料２
アドミッション・ポリシー、ディプロマ・ポリシー、カリキュラムの関係
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CP1
遠隔地学
習と現地
学習のブレ
ンド

CP2
柔軟な自
主的学習
を支える
ツール

CP3
グローカルマ
インドを涵
養する学
習コンテン
ツ

CP4
実践・問題
基盤型学
習

CP５
多職種連携
教育を多職
種の参加者
で極める

CP6
熟達化を可
視化し、評価
を学びにつな
げるプログラム
化された評価

● ● ● ●
● ●
● ●

● ● ● ●
● ●
● ●
● ● ●

● ● ● ●
● ●

● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ●
● ● ● ● ●
● ● ● ● ●
● ● ● ● ●
● ● ● ● ●

グローバルな視野をもちつつ、ローカルな視点から、医療の質向上に寄与する医療者教育を展開し先導

するため、多職種の人材と連携し、医療者教育を設計・実践・改善・発信できる能力のあるリーダー

授業科目とディプロマ・ポリシー、カリキュラ
ム・ポリシーの関連性

年
次

テ̶

マ

科
目
区
分

授業科目
DP１
優れた
教育能力

DP2
医療者教
育における
協働力

DP3
日本に相
応しい教育
の設計力

DP４
教育機関
の先導力

DP５
教育の
学識の
発信力

２

8 特 18医療者教育実践の調査と研究 ○ ○ ◎ ○ ◎

７
専
門
（
選
択
必
修
）

16欧州における医療者教育 ◎ ○
15北米における医療者教育 ◎ ○
14教育実践の視察と外部評価 ○ ◎

６

13e-learning・シミュレーション教育の開発 ◎ ○ ○
12医療者教育研究のプロトコール立案 ◎ ◎
11e-learningにおける学習支援 ◎ ○
10臨床教育現場における教育的コミュニケーションスキル ◎

1

５
特 17医療者教育研究技法の基本 ◎

専
門
（
必
修
）

9教育実践報告と改善のための批判的吟味 ○ ◎ ◎

４
8医療者教育の改革におけるリーダーシップとマネジメント ○ ◎ ◎
7医療系教育者の教育能力開発 ○ ○ ◎ ◎

３
6医療者教育におけるグローバル化と日本の展開 ○ ◎ ◎
5カリキュラムの開発と評価 ◎ ○ ○ ○

２
4学習者評価の原理と評価方法 ◎ ○ ○
3教育理論と効果的な教育方法 ◎ ○ ○

１ 学
際

2医療者教育の社会的意義 ○ ◎
1医療における多職種協働と地域連携 ◎ ◎

求める

人材像

資料３

分
類 医学教育専門家 医療者教育学（修士） 医学教育（博士）

人
材
像

医学教育学の教育改
善を図れる、所属機
関の実践的・専門的
エキスパート

各所属機関の実務はもと
より、自らの職種、ない
し他の医療者教育系の学
術団体における、我が国
の実務・学識・研究のオ
ピニオンリーダー

特定の医学教育の教育
領域に焦点を置いて研
究が遂行できる、そし
て研究チームを牽引で
きる我が国の研究のエ
キスパート

有
す
る
能
力

● 教育実務能力 ● 教育実務能力
● 医療者教育学に関す
る国際標準の学識

● 基本的レベルでの教
育研究・調査能力

● 国際誌レベルでの
研究推進能力

学
習
内
容

● 教授法と学習
● カリキュラム開発
● 学習者評価

● 教授法と学習
● カリキュラム開発
● 学習者評価
● 組織改革
● 教員養成
● 職種連携
● 基本的研究/調査技法

● 研究技法
● 研究計画立案
● 研究デザイン
● 研究領域に絞った
教育学の知識

国
際

通
用
性

低い 実務・学識においてあり 研究においてあり

学
習
の

概
略

16時間の講習会3回
1年後の教育実践
レポート評価

2年間の履修
修士論文・教育スキル・
レポート・等の総合評価

医学教育の国際英文誌
への掲載をもって修了

対
象

日本医学教育学会の
会員で希望する者

国内の医療者教育関係者
で医療者教育のリーダー
を目指す者

医学教育の研究を希望
する者

分
類 医学教育専門家 医療者教育学（修士）

人
材
像

医学教育学の教育改
善を図れる、所属機
関の実践的・専門的
エキスパート

所属機関・職能団体・学
術団体において、医療者
教育に関わる優れた実務
能力と、国際標準の優れ
た学識を有するオピニオ
ンリーダー

有
す
る
能
力

● 教育実務能力 ● 教育実務能力
● 医療者教育学に関す
る国際標準の学識

● 基本的レベルでの教
育研究・調査能力

学
習
内
容

● 教授法と学習
● カリキュラム開発
● 学習者評価

● 教授法と学習
● カリキュラム開発
● 学習者評価
● 組織改革
● 教員養成
● 職種連携
● 基本的研究/調査技法

国
際

通
用
性

低い 実務・学識においてあり

学
習
の

概
略

16時間の講習会3回
1年後の教育実践
レポート評価

2年間の履修
修士論文・教育スキル・
レポート・等の総合評価

対
象

日本医学教育学会の
会員で希望する者

国内の医療者教育関係者
で医療者教育のリーダー
を目指す者

分
類 医学教育専門家

人
材
像

医学教育の改善を図
れる所属機関の実践
的エキスパート

有
す
る
能
力

● 教育実践能力

学
習
内
容

● 教授法と学習
● カリキュラム開発
● 学習者評価

国
際

通
用
性

低い

学
習
の

概
略

16時間の講習会3回
1年後の教育実践
レポート評価

対
象

日本医学教育学会の
会員で希望する者

分
類

人
材
像

有
す
る
能
力

学
習
内
容

国
際

通
用
性

学
習
の

概
略

対
象

資料４

修士課程・博士課程・医学教育専門家の比較
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c e

テーマ５
教育実践の改善と教

育研究

テーマ１
教育の多様性の

拡がり
1 2

医
療
に
お
け
る

多
職
種
協
働
と
地
域
連
携

医
療
者
教
育
の
社
会
的
意
義

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

１
年
目

2
年
目

テーマ２
学びと

その評価
3 4

教
育
理
論
と

効
果
的
な
教
育
方
法

学
習
者
評
価
の
原
理
と

評
価
方
法

テーマ３
学びの総体的

デザイン
5 6

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開
発
と
評
価

医
療
者
教
育
に
お
け
る

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と

日
本
で
の
展
開

テーマ４
人材育成から
組織改革へ
7 8

医
療
系
教
育
者
の

教
育
能
力
開
発

医
療
者
教
育
の
改
革
に
お
け
る

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

17

9

教育実践報告と改善
のための批判的吟味

医療者教育
研究技法の基本

夏
季
休
暇

冬
季
休
暇

春
季
休
暇

c e c ee

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
テーマ６ 教育の専門性

e

夏
季
休
暇

テーマ８ 実践と知見の融合

18

医療者教育実践の調査と研究

c e c e 発表

テーマ７ グローバルな視野

c e c ee e e c e

10 11 13

12

15 16

e c

14

e c e c

e e

北米における
医療者教育

欧州における
医療者教育

教育実践の視察
と外部評価

臨
床
教
育
現
場
に

お
け
る
教
育
的
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

e--learning・
シミュレーション

教育の開発

医療者教育研究の
プロトコール立案

e-learningに
おける学習支援

c C
キャンパス

学 習

e
e-learning

資料５2年間の履修スケジュール・テーマと科目の配置

学習方法
第1週 第2週 第3週

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

ス
ク—
リ
ン
グ

実
地
研
修

実
技
演
習

全
体
授
業

e-learning

W
eb

対
面
授
業

グ
ル—

プ
学
習

LM
S

に
よ
る
問
題
基
盤
型
学
習

e -PBL

自
己
学
習

e-

講
義

教
科
書

課
題
①

あ
る
教
育
場
面
の
シ
ナ
リ
オ
を
読
み
、
教

育
的
問
題
を
列
挙
し
ま
し
ょ
う

課
題
②

講
義
動
画
や
教
科
書
で
学
習
し
な
が
ら

意
見
交
換
し
ま
し
ょ
う

課
題
例
③

学
習
サ
マ
リ̶

レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
ま
し

ょ
う 課

題
例
④

問
題
点
に
対
す
る
各
自
の
改
善
案
を

提
示
し
な
が
ら
議
論
し
ま
し
ょ
う

最
終
課
題
⑤

課
題
レ
ポ̶

ト
を
投
稿

し
ま
し
ょ
う

キャンパス学習

e講義
ミニ

テスト

e講義
ミニ

テスト

e講義
ミニ

テスト

e講義
ミニ

テスト

英語講義
ミニ

テスト

演習
技能

テスト

講義
ミニ

テスト

多職種メンターによる
個別指導（2時間）

課題の履修に役立つ、国内外の講師による、自己学習e講義シリーズ

研修
（実地）

テスト

Web対面授業
(2時間)

オフィスアワー
教員との相談

学びのアウトプット多職種協働的な学習インプット実践からの導入

科目における履修方法

学
修
成
果
の
多
角
的
な
総
合
評
価

評
価
①

課
題
レ
ポ
ー
ト
評
価

評価③
スクーリング学習の評価

評価⑤
e講義ミニテストの集計

評価④
LMS学習パフォーマンス評価

評価②
学習サマリーレポート評価

資料６
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LMSにおけるePBL
オンラインでのグループ学習・講義・動画視聴、教員指導が可能

いつでもどこでも柔軟に学習可能

資料７

LMS上の双方向性の議論
講師の問いかけに対して、履修生が質問や意見を投稿し、インタラクティブな議論が可能となる

質問に対する講師からの回答

履修生Aさんの最初の質問投稿

それに履修生Bさんが意見を述べる投稿

資料８
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